
























155

ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4



156

ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

接続相手を複数登録し、データの宛先により自動的に接続相手を選んで接続する設定について説明します。接
続相手は20箇所まで登録することができます。ここではMUCHO-Aの設定を例にしています。

ダイヤルアップ複数相手接続
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ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

接続相手とルート情報を設定します。
［新規登録］をクリックします。

宛先アドレス、宛先サブネットマスクとルート情報を下記のよう

に入力します。この例では2件登録しています。

9

ルータの［詳細設定］をクリックします。10





conf#wan isdn

WAN回線の選択（wanコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan isdn」

を入力します。

2
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〈設定データの例〉

分類 画面名 設定項目 設定例

同時2箇所接続

自動接続

03-1234-xxxx

なし

03-1234-xxxx

なし

する

しない

06-1234-yyyy

なし

osaka

ISDN#1

0

現在の形態

接続方法

B1

B2

B1、B2共通

相手の電話番号

相手のサブアドレス

相手認証用のID
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WAN#1を設定します。
［ブロードキャスト］をクリックし、インタフェースアドレス、

インタフェースサブネットマスクを下記のように入力します。
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ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

WAN#1、WAN#2を設定します。
［ポイントツーポイント］をクリックし、相手インタフェべ
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conf#interface isdn1 remote=192.168.1.10,255.255.255.255

conf#interface lan addr=192.168.1.1,255.255.255.0

IPアドレス、サブネットマスクパターンの設
定（interfaceコマンド）
「IPアドレス（192.168.1.1）」、「サブネットマスクパターン

（255.255.255.0）」を「interface」コマンドで入力します。

［lan］はLANインタフェースの指定を意味します。

6

I Pアドレス、サブネットマスクの設定
（interfaceコマンド）
ISDN B1回線インタフェースを使うリモート側の「IPアドレス

（19 2 . 1 6 8 . 1 . 1 0）」、「サブネットマスクパターン

（255.255.255.255）」を「interface」コマンドで入力します。

［isdn1］はISDN B1回線インタフェースを意味します。

7

I Pアドレス、サブネットマスクの設定
（interfaceコマンド）
ISDN B2回線インタフェースを使うリモート側の「IPアドレス

（19 2 . 1 6 8 . 1 . 2 0）」、「サブネットマスクパターン

（255.255.255.255）」を「interface」コマンドで入力します。

［isdn2］はISDN B2回線インタフェースを意味します。

8

conf#interface isdn2 remote=192.168.1.20,255.255.255.255

ルート情報の設定（ipripstaticコマンド）
設定する前にいったんスタティックテーブタЯ
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NAT＋機能の設定（natコマンド）
NAT+機能を「使用しない」ために「nat off」を入力します。

6
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設定内容を有効にするには、本装置のリセッ
トが必要です。［リセット］をクリックします。
「リセット」画面が表示されます。

6

［装置をリセットする］をクリックします。
本装置が再起動し、設定内容が有効になります。MUCHO-Bも同

様に設定してください。

7
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＜コマンド操作＞

WAN回線の選択、回線速度の設定（wanコ
マンド）
「WAN回線の選択（HSD回線）」、ルータ機能を
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NAT＋機能の設定（natコマンド）
NAT＋機能を「使用�

$―ぱ∵

ン ド ）
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フレームリレー接続（WAN Unnumberd、InverseARP使用、スタ
ティックルート）
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ルータの［簡単設定］をクリックします。




















	4章　ルータ機能を使う
	ルータ機能概要
	設定情報
	設定情報を設定するための接続

	いろいろな利用ケース
	利用ケースの切り分け

	具体的な設定方法
	インターネットダイヤルアッ×端末型接続
	ダイヤルアップ対向1対1接続
	ダイヤルアップ複数相手接続
	ダイヤルアップ複数相手同時2箇ࡀ接続
	インターネット・複数イントéネット同時接続
	PIAFS/TA接続（アク»スサーバ）
	インターネット専用線接続（尰〰伀䌀丰꠰댰츰�ﰰ樰槿ऀ㰀一䄀吀 漀渀�
	インターネット専用線接続（尰〰伀䌀丰꠰댰츰�ﰰ樰槿ऀ㰀一䄀吀 漀昀昀�
	専用線対向接続（WAN Unnumbered）
	専用線対向接続（WAN Numbered）
	フレームリレー接続（WAN Unnumberd、InverseARP使用、スタティックぜ㌵㌰ﰰ죿�
	モデム接続



